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1 安全上のご注意
��品をご使用頂く前に「��上のご�
�」をよくお�みの上、正しくお使いくだ
さい。
ここに示した��事項は、お使いになる�
や他の�への��、財�への損�や事故を
未�に�止するためのものですので、下�
内�を必ずお�り下さい。
お�みになったあとはいつでも見られる
ところに必ず保�してください。

��
• この表示は、「取り扱いを誤った場合、死亡また
は重症を負う可能性が切迫して生じるおそれがあ
るもの」を示しています。

�告
 ･ この表示は、「取り扱いを誤った場合、死亡または
重症を負う可能性があるもの」を示しています。

��
 • ヘッドセットを使用する場合は、必ず次のガイド
ラインに従ってください。
 • 本機を使用するときは音量を上げすぎない。
耳を刺激するような大きな音量で長時間使用す
ると聴力に悪い影響を与えることがあります。

 • はじめから音量を上げすぎない。
 • 肌に異常やかゆみを感じた場合は使用しない。
 • 使用中に気分が悪くなったら、使用を中止する。
本製品を耳から外してください。

 • イヤキャップはしっかりと取り付ける
イヤキャップが外れて、耳の中に残るとけが
や病気の原因となることがあります。

 • 外部音が聞こえないことによって自分自身や
他人に危険が生じる場合は、ノイズキャンセ
リング機能付きヘッドホンの使用をしないで
ください。

 • 道路交通法に従って安全に運転する。
自動車、バイク、自転車を運転中に本機を使用し
ないでください。また、歩行中、交差点や踏切、
駅のホーム、工事現場など、周囲の音が聞こえな
いと危険な場所では使用しないでください。事故
の原因になります。

 • 本製品を湿気、ほこり、油煙の多い場所、暖房器
具の近く、直射日光の当たる場所や車内など高温
の場所で使用、保管、放置しない。

�告
 • 分解や改造をしない。
火災、感電、けが、または故障の原因になりま
す。

 • 本機を過度の熱に当てない。
 • 本機を落下させたり、強い衝撃を与えない。
 • 雨や雪、浴室や洗面所など湿気の多いところ、水
滴や水しぶきがかかるところで使用しない。
本製品は防水仕様ではありません。

 • 汗をかく状況で使用しない。
 • 本製品を水没させない。
 • ぬれた手で触れない。
感電やけがの原因になります。

 • 本機を布団や布などで覆わない。
発熱や発火の原因になります。

 • 本製品に水や異物を入れない。
水や異物が入ると火災や感電の原因になります。

 • アルコール、アンモニア、ベンジン、または研磨
剤を含むいかなる洗浄剤も使用しないでくださ
い。掃除が必要な場合は柔らかい布を使用し、必
要な場合は最低限の量の水または薄めたマイルド
な石けんで湿らせて本製品を掃除します。

 • 航空機内で使用する場合は、航空会社および客室
乗務員の指示に従う。
電波が影響を及ぼし、誤作動による事故の原因と
なるおそれがあります。

 • 自動ドアや火災報知器などの自動制御機器の近く
で使用しない。
電波が影響を及ぼし、誤作動による事故の原因と
なるおそれがあります。

 • 病院など使用を禁止された場所で使用しない。
医療用電気機器に影響を与え、事故の原因となる
おそれがあります。

 • 本機を医療機器の近くで使用しない。
機器が発する電波により心臓ペースメーカーや除
細動器などの医療機器に影響を与えるおそれがあ
ります。

 • 高精度な制御や微弱な制御や微弱な信号を取り扱
う電子機器の近くでは使用しない。

 • のどに詰まりやすい部品が含まれています誤って
飲み込まないように、幼児やペットが触れる場所
に置かない。

 • メーカー純正品または推奨品ではない電源アダプ
ターや充電器を使用すると、火災や怪我 などの
原因となるおそれがあります。
使用する国の法令に準拠した電源アダプターのみ
をお使いください。

 • 破損した状態で使用したり、改造したりしない。
破損した状態のバッテリーや改造したバッテリー
を使用すると、火災や破裂の原因となり、怪我を
するおそれがあります。
修理が必要な際は、必ず当社カスタマーサービス
にお問い合わせください。
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 • 電池の液が漏れたり、異臭がする時には、直ちに
火気より遠ざける。

 • 異常（音、煙、臭いや発熱、損傷など）に気づい
たら使用しない。
異常に気づいたら、すぐに使用を中止し、お買い
上げの販売店か当社サービスセンターに修理を依
頼してください。

 • 一般ごみ（不燃ごみ）と一緒に廃棄しない。
 • 操作中および保管時の温度と湿度。
保管温度は、-20°C (-4°F) から50°C (122°F) の間
（最大相対湿度90％）の場所にしてください。動
作温度は、-10°C (14°F) から50°C (122°F) の間（最
大相対湿度90％）です。
高温または低温状況ではバッテリー寿命が短くな
ることがあります。

�電池について

��品はリチウムイオン電池を使用して
います。

��
 • 電池の液が目に入ったときは目をこすらない。
目をこすらず、すぐに水道水などのきれいな水で
十分洗い、ただちに医師の診療を受けてくださ
い。液が身体や衣服についたときも、やけどやけ
がの原因となるので、すぐにきれいな水で十分に
洗い流し、皮膚に違和感がある場合は、医師の診
察を受けてください。

 • 電池の液が漏れたときは素手で液を触らない。
 • 火気に近づけたり、火の中に入れない。
 • 以下の場所で使用、放置、保管しない。

 • 直射日光の当たる場所、高温多湿の場所、 
また、極端に温度が低いところ。

 • ストーブなどの熱源の近く。
 • 炎天下の車内。

 • 本機を落下させたり、強い衝撃を与えない。
 • 水にぬらさない。

電波について

この無線機器は2.4GHz帯を使用し
ます。
変調方式としてFH-SS変調方式を
採用し、与干渉距離は10mです。

この機器の使用周波数帯では、電子レンジなどの産
業・科学・医療用機器のほか第二世代小電力データ
通信システム、移動体識別用の構内無線局（免許を
要する無線局）および特定小電力無線局（免許を要
しない無線局）並び にアマチュア無線局（免許を要
する無線局）が運用されています。
1. この機器を使用する前に、近くで第二世代小電力
データ通信システム、移動体識別用の構内無線局
および特定小電力無線局並びにアマチュア無線局
が運用されていないことを確認してください。

2. 万一、この機器から別の移動体識別用の構内無線
局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合
には、速やかに本製品の電源をお切りください。

3. その他、この機器から第二世代小電力データ通信
システム、移動体識別用の特定小電力無線局また
はアマチュア無線局に対して有害な電波干渉の事
例が発生した場合やご不明な点がございましたら
当社カスタマーセンターまでお問い合わせくださ
い。
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2 Bluetoothインイ
ヤー・ヘッドホ
ン

ご購入頂き有難うございます。Philipsが提供
するサポートのメリットを最大限に受けるに
は、本製品をwww.philips.com/supportに登録
してください。
このフィリップスのインイヤー・ヘッドホンで
は、次のことができます。
 • 便利なワイヤレスのハンズフリー通話を
楽しむ。

 • ワイヤレスで音楽を楽しみ、コントロール
する。

 • 通話と音楽を切り替える。

同梱品

Philips Bluetoothインイヤー・ヘッドホン TAPN505

交換可能なゴム製イヤーキャップ x3ペア

USB充電ケーブル(充電用のみ)

マイクロUSBプラグ付きオーディオケーブル

クイック･スタート･ガイド

その他の機器
Bluetooth対応で、ヘッドホンと互換性がある
(8ページの「仕様」をご覧ください)スマート
フォンまたは機器(例 ノートパソコン、PDA、
Bluetoothアダプター、MP3プレーヤーなど)。

www.philips.com/support
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Bluetoothワイヤレス・ヘッド
ホンの概要

7

8

	音声アシスタントボタン

 マイクロUSB充電スロット

 ANCオン/オフ/アンビエントサウンドボタ
ン

 ANCオン/オフ/アンビエントサウンドLED
インジケーター

 音量/トラック調整ボタン

 LEDインジケーター

 電源ボタン （電源オン/オフ/ペアリン
グ）

 マイク

3 始めましょう

ヘッドホンを充電
�

 • ヘッドホンご使用頂く前に、ヘッドホンのバッテリー
を2時間充電します。

 • 充電には付属のUSB充電ケーブルを使用してくださ
い。

 • ヘッドホンの電源が切れるので、ヘッドホンを充電す
る前に通話を終えてください。

充電ケース
次のスロットまたはポートに、付属のUSB充
電ケーブルを接続してください。

 • ヘッドホンのマイクロUSB充電ス
ロット

 • コンピューターの充電/USBポート
 充電中はLEDが赤色に変わり、ヘッド
ホンがフル充電されると電源が切れ
ます。

ヒント
 • 通常、フル充電には2時間かかります。
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スマートフォンとヘッドホン
をペアリングします 

初めてスマートフォンでヘッドホンを操作す
る前に、スマートフォンとペアリングしてくだ
さい。ヘッドホンは直近の8つの機器をメモ
リーに保存します。8つ以上の機器をペアリン
グしようとすると、1番最初にペアリングした
機器が新しい機器に置き換えられます。
1  ヘッドホンがフル充電され、電源がオフ
になっていることをご確認ください。

2  青色と赤色のLEDが交互に点滅するま
で電源ボタンを5秒間押し続けます。

  ヘッドホンは5分間ペアリングモード
のままです。

3  スマートフォンの電源が入っており、
Bluetooth機能が有効になっていることを
確認します。

4  スマートフォンとヘッドホンをペアリング
します。詳細情報については、お持ちの
スマートフォンの取扱説明書をご参照く
ださい。

以下の例はスマートフォンと本ヘッドホンを
ペアリングする方法を示しています。

1  スマートフォンのBluetooth機能をアク
ティブにして、Philips PN505を選択しま
す。

2  指示された場合は、ヘッドホンのパス
ワード「0000」（ゼロ4個）を入力します。ス
マートフォンがBluetooth 3.0以降に対応
している場合、パスワードを入力する必
要はありません。

Philips PN505

4 ヘッドホンの使
用方法

Bluetooth対応機器にヘッド
ホンを接続する
1  スマートフォン/Bluetooth対応機器の電
源を入れます。

2  ヘッドホンの電源を入れるには、電源ボ
タンを押し続けてください。

 青色LEDが3秒間点灯します。
 ヘッドホンは最後に接続したスマー
トフォン/Bluetooth対応機器に自動的
に再接続されます。最後のものが使
用できない場合、ヘッドホンはペアリ
ングモードになります。
ヒント

 • ヘッドホンをオンにした後でスマートフォン /
Bluetooth対応機器をオンにするか、Bluetooth機能
を有効にした場合は、ヘッドホンとスマートフォ
ン/Bluetooth対応機器を手動で再接続する必要があ
ります。

�
 • ヘッドホンが5分以内にどのBluetooth対応機器と
も接続できない場合、および、ANCがオフまたは
アイドルモードのときは、バッテリー寿命を節約
するため、自動的に電源が切れます。

ANCに接続（アクティブノイ
ズキャンセリング）
ANCを有効にする
 • ノイズキャンセリングを有効にするには、

ANCボタンを1回押します。
 • ANCボタンを1回押すと、ノイズキャンセ
リングが無効になります。
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ヒント
 • ANC機能が不要な場合は、ANCボタンをオフに
して、通話を継続するか、音楽を聴きます。

アンビエントサウンドモードを有効に
する

 • ANCボタンを1回押すと、アンビエントサ
ウンドが有効になります。

 • ANCボタンを1回押すと、アンビエントサ
ウンドが無効になります。

 ANC機能は自動的にオン/オフ/アン
ビエントサウンドになります。

�
 • アンビエントサウンドは、ANCが有効になってい
る場合にのみ有効にできます。

ANC LEDインジケーターの状態

ヘッドホンの状� インジケーター
ANC オン 白� LEDが点灯
ANC オフ 白� LEDが消灯
アンビエント
サウンド

白� LEDがゆっくり点滅

有線接続
付属のオーディオケーブルでヘッドホンを使
用することもできます。オーディオケーブルを
使用する前に、ヘッドホンの電源が入ってい
ることを確認します。付属のオーディオケーブ
ルをヘッドホンと外部オーディオ機器に接続
します。 

ヒント
 • 有線接続モードを使用すると、ファンクション
キーは無効になります。

飛行機のオーディオシステム
に接続する

1  オーディオケーブルをプレーンアダプ
ターに接続します。

 

2  飛行機の座席のデュアル出力ジャックに
アダプターを挿入します。

3  オーディオケーブルをヘッドホンに接続
します。

 

�
 • 飛行機のオーディオシステムに接続する際は、
ヘッドホンをオンにする必要があります。

 • ※航空機内で使用する場合は、航空会社および客
室乗務員の指示に従ってください。

音楽・通話の操作方法
オン/オフ
タスク ボタン 操作
ヘッドホンを
オンにします

電�ボ
タン

5�間�押し

ヘッドホンを
オフにします

電�ボ
タン

5�間�押し
  青� LEDが
1�間点滅し、
フェードアウト

ミュージック･コントロール
タスク ボタン 操作
��の再生ま
たは一時�止

電�ボタ
ン

1回押す

�量�� +/- 1回押す
�のトラック + �押し
前のトラック - �押し



8 JP

通話のコントロール
タスク ボタン 操作
電�に�る /
�る

電�ボタン 1回押す

��中に��
相手を�り替
える

電�ボタン 2回押す

他のヘッドホンのインジケーター状態
ヘッドホンの状� インジケーター
�ヘッドホンがスタン
バイモードの間、また
は��を�いている
間でも、ヘッドホンは
Bluetooth����に
��できます。

青� LEDが点灯し
ます。

ヘッドホンはペアリン
グの��ができていま
す。

LEDが青�と��で
��に点滅します。

ヘッドホンはオンです
が、Bluetooth����
に��されていません。

��ができない場�、
青�と��の LED
が�早く点滅し、8�
�内にヘッドホンの
電�が�れます。

バッテリー�量レベル
�。

�� LEDが点滅し、
電�が�れます

バッテリーはフル�電
されています。

�� LEDが消灯し
ます。

音声アシスタント

タスク ボタン 操作
�声アシスタ
ントを�動

�声アシ
スタント

�押し

5 仕様
 • 音楽再生時間  —  Bluetooth接続時に

ANCが有効になっている場合：7時間 | 
Bluetooth未接続時のANC9時間 

 • 通話時間 — Bluetooth接続時にANCが
有効になっている場合：7時間 | Bluetooth
未接続時のANC9時間

 • スタンバイ時間 — Bluetooth接続時に
ANCが有効になっている場合：160時間 | 
Bluetooth未接続時のANC160時間

 • 充電時間：2時間
 • 再充電可能リチウムポリマー・バッテリー
（180mAh）

 • Bluetoothバージョン：5.0

 • 互換性のあるBluetoothプロファイル：
 • HSP、HFP

 • A2DP

 • AVRCP

 • オーディオコーデック：SBC

 • 周波数帯域：2.505～2.480GHz

 • トランスミッター出力：10 dBm未満
 • 操作可能範囲：最大10m（33フィート）
 • デジタルエコー&ノイズリダクション
 • 自動電源オフ
 • 充電用マイクロUSBポート
 • バッテリー残量少の警告

�
 • 仕様は予告なしに変更されることがあります。
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6 注意

法令順守宣言
飛生(香港)控股有限公司(MMD Hong Kong 

Holding Limited)はこの製品が指令2014/53/

EUの必須条件および他の関連条項を順守し
ていることを宣言します。www.p4c.philips.com

で法令順守宣言を確認することができます。

古い製品およびバッテリーを
廃棄する

お持ちの製品は高品質材料と部品で設計・
製造されており、リサイクルや再利用が可能
です。

製品のこの記号は、本製品が欧州指令
2012/19/EUの対象として含まれることを意味
しています。

この記号は、本製品が通常の家庭ゴミに廃棄
できない、欧州指令2013/56/EUの対象として
含まれる内蔵再充電可能バッテリーを含んで
いることを意味しています。正式な回収場所、
または専門家が再充電可能バッテリーを取
り外してくれる、ことを強くお勧めします。

本製品と再充電可能バッテリーは、お住まい
の地域の条例に従って正しく処分してくださ
い。絶対に通常の家庭ゴミに廃棄しないでく
ださい。古い製品と再充電可能バッテリーの
正しい廃棄は環境と人体の健康への悪い結
果を防ぐことに役立ちます。

EMFの順守
本製品は、電磁場への曝露に関して適用さ
れるすべての規格および規制に準拠していま
す。

環境情報
不要なパッケージはすべて省略されていま
す。段ボール（箱）、発泡スチロール（緩衝材）、
ポリエチレン（袋、保護用発泡シート）の3つの
素材にパッケージを簡単に分離できるように
しています。
本製品は、専門の企業によって分解された場
合にリサイクルおよび再利用できる材料で
構成されています。梱包材、使用済みバッテ
リー、古い機器の廃棄に関する地域の規制を
順守してください。

法令順守の注意
機器はFCCルール、パート15に準拠していま
す。操作は以下の2つの条件に従うものとし
ます：
1. この機器は有害な干渉の原因とはなら
ず、

2. この機器は、望まない操作の原因となる
可能性がある干渉を含む、受信されたい
かなる干渉も受け入れる必要がありま
す。
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FCCルール
この装置はFCCルールのパート15に基づい
て、クラスBデジタル機器のリミットに適合す
るように試験され、確認されています。このリ
ミットは、住宅での設置において有害な干渉
から適切に保護するために設定されていま
す。この装置を製造し、使用すると無線周波
数エネルギーを放出する可能性があり、説明
書に従って設置、使用しない場合は無線通信
に有害な干渉を引き起こすことがあります。
しかし、特殊な設置状況においては、干渉が
生じないという保証はありません。この機器
がラジオまたはテレビの受信に有害な干渉
を引き起こす（機器の電源をつけたり消した
りすれば確認できます）場合、ユーザーは以
下の1つまたは2つ以上の方法により、干渉の
排除を試行することが推奨されます。
 • 受信アンテナの位置または方向を変える。
 • 装置とレシーバー間の距離を空ける
 • レシーバーが接続されている回路とは
異なる回路上のコンセントに装置を接
続する。

 • 販売店または熟練したラジオ/TV技術者
に相談する。

FCCの放射線被曝についての表明：
この装置は、制御されていない環境において
規定されたFCCの被ばく限度に準拠していま
す。 
このトランスミッターは、いかなる他のアンテ
ナまたはトランスミッターとも一緒に設置ま
たは操作してはいけません。
警告：決まりを順守させる責任のある当事者
に明確に認められていない改変や改造を行
うと、ユーザーのこの装置の操作権限が無効
になることに、ユーザーは注意してください。

カナダ：
この機器には、カナダのイノベーション、科
学、経済開発のライセンス免除RSSに準拠す
るライセンス免除送信機/受信機が含まれて
います。操作は以下の2つの条件に従うもの
とします：(1) この機器は有害な干渉を生じ
てはならない、および(2) この機器は好ましく
ない操作を引き起こす可能性がある干渉を
含めて、必ず受信した干渉を全て受け入れな
ければならない。
CAN ICES-3(B)/NMB-3(B)

ICの放射線被曝についての表明：
この装置は、制御されていない環境において
規定されたカナダの被曝限度に準拠してい
ます。
このトランスミッターは、いかなる他のアンテ
ナまたはトランスミッターとも一緒に設置ま
たは操作してはいけません。
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7 登録商標

Bluetooth

Bluetooth®のワードマークとロゴはBluetooth 

SIG, Inc.の所有する登録商標であり、飛生(香
港)控股有限公司（MMD Hong Kong Holding 

Limited）によるこの商標のいかなる使用もそ
の許可を得ています。他の商標および商標名
は各所有者に属します。

Siri

Siriは、米国およびその他の国で登録された
Apple Inc.の商標です。

Google

GoogleおよびGoogleロゴは、Google Inc.の登
録商標です。
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8 よくある質問
Bluetoothヘッドホンの電源が入りません。
バッテリー残量が少なくなっています。ヘッド
ホンを充電します。

Bluetooth対応機器とヘッドホンをペアリング
できません。
Bluetoothが無効になっています。Bluetooth対
応機器のBluetooth機能を有効にして、ヘッド
ホンの電源を入れる前にBluetooth対応機器
の電源を入れてください。

ペアリングがうまくいきません。
• 以前に接続したBluetooth対応機器の

Bluetooth機能が無効になっていることを
確認します。

• ヘッドホンをペアリングする（6ページの
「スマートフォンとヘッドホンをペアリン
グします」を参照してください）。

Bluetooth対応機器上でヘッドホンを見つけ
ることができません。
• ヘッドホンが以前ペアリングした機器と
接続されている可能性があります。接続
されている機器の電源を切り、電波の届
かない場所に移動させてください。

• ペアリングがリセットされていた、または
ヘッドホンが以前の機器接続されたまま
になっている可能性があります。取扱説
明書に記載されている通りにヘッドホン
とBluetooth対応機器を再度ペアリングし
てください。（6ページの「スマートフォン
とヘッドホンをペアリングします」を参照
してください）。

BluetoothヘッドホンがBluetoothステレオ対
応スマートフォンに接続されていますが、ス
マートフォンのスピーカーからしか音楽が再
生されません。
お持ちのスマートフォンの取扱説明書をご参
照ください。ヘッドホンを通じて音楽を聴く設
定をご確認ください。

音質が悪く、バリバリというノイズが聞こえま
す。
• Bluetooth機器が、電波の届かない場所
にあります。ヘッドホンとBluetooth対応
機器の距離を縮めるか、間にある障害物
をどけてください。

• ヘッドホンを充電してください。

スマートフォンからのストリーミングが非常に
遅い時に、音質が悪くなったり、オーディオ・ス
トリーミングが全く機能しません。
お持ちのスマートフォンが(モノ)HSP/HFPだ
けでなく、A2DPもサポートされており、BT4.0x
（またはそれ以上）互換であることをご確認
ください。（8ページの「仕様」を参照）。
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